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五

　

近
代
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
社
会
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
、
本
願
寺
第

二
十
一
世
明
如
に
よ
っ
て
発
意
さ
れ
た
大
日
本
仏
教
慈
善
会
財
団
が
設
立
さ
れ
、

一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
社
会
事
業
へ
の
参
加
は
、
廃

仏
に
よ
っ
て
壊
滅
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
仏
教
教
団
が
そ
の
存
続
を
は
か
る
に
あ

た
り
、
社
会
的
有
用
性
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
存
在
意
義
を
証
明
す
る
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
は
、
そ
の
後
明
治
四
〇
年
代
に
資
本

主
義
が
高
度
化
し
、
社
会
問
題
が
よ
り
明
確
化
し
た
こ
と
を
う
け
、
政
府
が
社
会

主
義
へ
の
防
波
堤
と
し
て
感
化
救
済
事
業
へ
力
を
入
れ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
本
願
寺
教
団
の
社
会
的
対
応
は
社
会
全
体
の
問
題
と
連
動
す
る

形
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
１
。
資
本
主
義
の
発
展
は
、
女
性
労
働
者
の
増
加
を

生
ん
だ
。
特
に
第
一
次
大
戦
後
の
恐
慌
、
関
東
大
震
災
後
の
恐
慌
、
金
融
恐
慌
、

世
界
大
恐
慌
を
へ
る
ご
と
に
、
貧
富
の
格
差
を
増
し
て
い
た
自
営
業
層
の
妻
や
娘

の
就
労
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
保
育
施
設
の
社
会
的
需
要
は
さ
ら
に
ま
し
て
き

た
２
。

　

農
村
に
お
い
て
も
、
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
農
産
物
が
低
価
格
と
な
り
貧
困

状
況
が
深
刻
化
し
た
と
同
時
に
、
日
本
の
資
本
主
義
が
急
速
に
発
展
す
る
基
盤
と

な
っ
た
地
主
制
度
に
対
す
る
、
小
作
争
議
が
激
化
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
と
く

に
、
長
期
に
わ
た
る
不
況
と
恐
慌
は
家
族
制
度
を
テ
コ
と
し
て
、
都
市
の
失
業
者

を
農
村
に
吸
収
さ
せ
た
た
め
、
そ
の
生
活
は
い
っ
そ
う
苦
し
く
な
り
、
一
家
を
あ

げ
て
、
よ
り
激
し
い
労
働
に
従
事
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
た
３
。
こ
う
し
た

恐
慌
の
余
波
が
農
村
ま
で
を
巻
き
込
み
、
窮
乏
状
況
と
労
働
力
不
足
が
深
刻
と
な

る
昭
和
初
期
に
、
本
願
寺
教
団
が
保
育
事
業
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
検

討
し
て
み
た
い
。

　

本
研
究
に
お
い
て
は
、
昭
和
初
期
に
仏
教
保
育
事
業
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
状
況

の
な
か
で
展
開
し
て
い
た
か
を
確
認
し
、
併
せ
て
、
事
業
開
始
理
由
や
意
義
を
確

認
す
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
昭
和
初
期
の
仏
教
保
育
事

業
の
設
置
状
況
を
調
査
し
、
そ
の
う
え
で
昭
和
初
期
の
保
育
理
念
を
知
る
う
え
で

重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
、
仏
教
保
育
に
携
わ
っ
た
人
々
の
子
ど
も
観
を
考
察
す

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
開
始
期
に
お
い
て
い
か
な
る
理
念
の
下
で
事
業
が
な
さ

れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
研
究
は
、
二
〇
一
四
年
度
に
刊
行
が
終
了
し
た
『
戦
前
期
仏
教
社
会

事
業
資
料
集
成
４
』
に
お
い
て
な
さ
れ
た
、
戦
前
期
に
お
け
る
仏
教
社
会
事
業
に

昭
和
初
期
仏
教
保
育
事
業
開
始
期
の
状
況
と
子
ど
も
観

宇

治

和

貴

金

見

倫

吾
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つ
い
て
の
総
論
的
研
究
を
継
承
し
、
各
論
と
し
て
の
仏
教
保
育
事
業
に
焦
点
を
絞

り
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
５
。
内
容
は
、
は
じ
め
に
・
Ⅰ
、
仏
教
保
育
の
開
始

時
期
と
そ
の
背
景
（
宇
治
和
貴
）、
Ⅱ
、
開
始
期
に
み
る
子
ど
も
観
の
諸
相
、
Ⅲ
、

農
繁
期
託
児
事
業
に
お
け
る
「
仏
教
」
の
子
ど
も
観
（
金
見
倫
吾
）
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。

Ⅰ
、
仏
教
保
育
事
業
の
開
始
時
期
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

　

大
正
期
の
後
半
か
ら
昭
和
初
頭
の
時
期
の
社
会
事
業
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る

の
は
、
中
央
政
府
や
各
府
県
で
の
社
会
課
の
新
設
に
対
応
、
追
随
す
る
よ
う
な
か

た
ち
で
、
仏
教
各
宗
派
の
間
で
も
、
宗
務
組
織
の
な
か
に
「
社
会
事
業
」
を
所
管

す
る
社
会
課
な
ど
を
設
置
し
、
一
宗
派
内
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
慈
善
、
社
会
事

業
な
ど
の
諸
活
動
を
統
括
す
る
よ
う
な
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
６
。

　

そ
の
後
、
社
会
部
長
に
就
任
し
た
藤
音
得
忍
７
は
『
社
会
事
業
の
基
調
８
』
の

な
か
で
、
現
代
の
社
会
問
題
発
生
要
因
を
論
じ
、
そ
の
解
決
へ
の
方
途
を
示
唆
す

る
諸
思
想
を
解
説
し
、
社
会
事
業
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
社
会
改
良
的
、
現
実
的

な
立
場
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
藤
音
は
社
会
事
業
を
、

社
会
事
業
と
は
、
社
会
聯
帯
の
観
念
の
下
に
、
人
格
価
値
の
平
等
を
信
じ
、

社
会
的
弱
者
を
保
護
向
上
せ
し
め
、
又
は
其
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
事
業
を

言
ふ
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、『
寺
院
と
「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
」
９
』
で
は
現
代
に
お
け

る
寺
院
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
化
を
一
つ
の
研
究
課
題
と
し
て
提
案
し
、
教
団
内
で
実

際
に
と
り
く
ま
れ
て
い
る
三
つ
の
実
践
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
混
迷
す
る
社
会
の

な
か
で
、
様
々
な
生
活
上
の
困
難
に
直
面
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
寺
院
が
持
つ

社
会
的
資
源
を
開
放
し
少
し
で
も
そ
の
苦
難
の
解
決
に
資
し
て
い
く
こ
と
が
現
代

に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
社
会
的
使
命
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
か
け
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
『
教
団
と
社
会
事
業
10
』
に
よ
る
と
、
藤
音
得
忍
が
龍
谷
大
学
教
授
に
転
任
し

た
後
、
山
崎
精
華
が
社
会
部
長
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
山
崎
の
社
会
部
長
在
任
期

間
は
、
昭
和
四
年
九
月
か
ら
梅
山
英
夫
に
引
き
継
い
だ
八
年
九
月
ま
で
の
間
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
、
山
崎
主
導
の
も
と
、
伝
統
と
因
習
に
と
ら
わ
れ
て
と
も

す
れ
ば
特
殊
な
存
在
と
見
做
さ
れ
が
ち
な
寺
院
と
僧
侶
の
生
活
を
「
寺
院
の
機
能

を
開
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
中
心
に
推
し
進
め
て
い
く
11
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
保
育
事
業
が
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
12
。
く
し
く
も
こ
の
時
期
は

世
界
恐
慌
の
影
響
が
農
村
部
へ
浸
透
し
始
め
た
時
期
と
重
な
り
、
農
村
部
で
も
労

働
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
状
態
が
続
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
現
実
的
な
門
徒
か
ら

の
要
求
と
、
寺
院
と
い
う
施
設
面
で
の
利
点
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
農
繁
期
託
児
所

を
中
心
に
社
会
的
欲
求
に
応
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
13
。

　

そ
の
よ
う
な
本
願
寺
の
状
況
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
仏
教
各
派
が
教
団

を
挙
げ
て
保
育
事
業
に
参
画
す
る
の
は
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
恐
慌
に
よ
る
農
村
不
況
の
深
刻
化
と
、
満
州
事
変
以
降
の
戦
争
拡
大
に
よ
る

労
働
力
の
不
足
が
季
節
（
農
繁
期
）
保
育
の
必
要
性
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、

教
団
的
事
業
と
し
て
門
末
へ
の
保
育
事
業
参
画
を
促
し
た
こ
と
が
そ
の
要
因
と
考

え
ら
れ
る
。
一
九
三
四
（
昭
和
十
八
）
年
の
中
央
社
会
事
業
協
会
社
会
事
業
研
究

所
の
調
査
に
よ
る
と
、
町
村
部
（
農
村
部
）
の
託
児
所
で
は
、
二
五
％
以
上
が
寺

院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
（
資
料
１
参
照
）
14 

15
。
そ
の
一
方
で
、
六
大
都
市
と
其
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他
の
都
市
（
都
市
部
）
で
は
、
寺
院
よ
り
も
教
会
に
設
置
さ
れ
た
幼
稚
園
の
数
の

方
が
多
く
、
都
市
部
の
幼
児
教
育
で
は
、
い
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
が
優
位
を
保
っ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

本
願
寺
派
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
も
、
資
料
２
に
見
る
よ
う
に
、
常
設
の
保
育

園
（
幼
稚
園
を
含
む
）
が
大
正
後
期
以
降
に
、
季
節
（
農
繁
期
）
保
育
園
が
昭
和

以
降
に
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
常
設
の
保
育
園
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
都
市
部
に
設
置
さ
れ
た
中
流
家
庭
以
上
を
対
象
と
す
る
幼
稚
園
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、都
市
労
働
者
・
貧
困
層
の
た
め
の
託
児
所
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（資料１）設置形態別　保育施設数15

全　　国 六大都市 其他の市 町　　村

計 幼 託 他 計 幼 託 他 計 幼 託 他 計 幼 託 他

総　数 1,821 792 956 73 425 210 203 12 626 276 328 22 770 306 425 39

独　立 830 374 436 20 161 91 64 ６ 339 142 188 ９ 330 141 184 ５

付　設 957 398 509 50 254 112 136 ６ 277 126 138 13 427 160 236 31

（付設内訳）

学校施設 229 179 41 9 52 50 2 60 45 12 3 117 84 29 4

宗教施設 443 207 209 27 74 52 18 4 142 80 57 5 227 75 134 18

（内,寺院） 270 97 160 13 33 21 11 1 79 35 41 3 158 41 108 9

（内,教会） 172 110 48 14 41 31 7 3 63 45 16 2 68 34 25 9

（内,神社） 1 1 1 1

産業施設 14 2 12 4 4 10 2 8

社会事業
施設 256 11 244 1 127 10 117 67 66 1 62 1 61

保育施設 3 1 2 1 1 2 1 1

其　　他 12 11 1 2 2 10 9 1

（出典：中央社会事業協会社会事業研究所編『本邦保育施設に関する調査』昭和18年）

⑵　施設名称による分類

総　数 幼稚園 保育園
（保育部） 託児所 その他施設

本山認可保育園 128 80 30 ５ 13

本山未認可保育園 82 52 20 ４ ６

合　　計 210 132 50 ９ 19

　※その他施設には，児童園・慈育園・幼楽園・幼児園などの名称の施設を含む。

　（出典：『本派本願寺社会事業便覧』本願寺派社会事業協会、昭和11年）

（資料２）本願寺派関係教育施設の設置状況

⑴　設置時期による分類

総　数 明治
39−45年

大正
１−５年

大正
６−10年

大正
11−15年

昭和
１−５年

昭和
６−11年

設置年
不明

本山認可保育園 128 ４ ９ ６ 28 33 48

本山未認可保育園 82 ２ １ ３ 12 26 37 １

小　　計 210 ６ 10 ９ 40 59 85 １

季節保育園 310 １ ４ 13 115 150 27

合　　計 520 12 11 13 53 174 235 28
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次
に
、
本
願
寺
派
に
お
け
る
保
育
施
設
設
置
の
年
代
別
グ
ラ
フ
（
資
料
２
）
を

見
て
わ
か
る
通
り
、
本
願
寺
派
に
よ
る
仏
教
保
育
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た

の
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
の
形
態
の
半
数
近
く
が

未
認
可
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
特
に
、
昭
和
初
期
に
季
節
保
育
所
が
爆

発
的
な
増
加
を
見
せ
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
願
寺
に
お
け

る
保
育
所
の
認
可
制
度
が
本
格
的
に
施
行
さ
れ
た
の
は
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年

前
後
で
あ
ろ
う
。
認
可
規
定
16
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
施
設
の
設
置
場

所
の
届
け
出
な
ど
で
あ
り
、保
育
内
容
や
ス
タ
ッ
フ
の
質
の
確
保
な
ど
に
関
す
る
、

施
設
認
可
の
責
任
を
本
願
寺
が
主
体
的
に
担
っ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
各
地
方
で
の
現
状
に
合
わ
せ
て
農
繁
期
託
児
所
と
し

て
開
設
さ
れ
て
い
た
施
設
を
、
追
認
す
る
形
で
認
可
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。17

　

農
繁
期
託
児
の
開
始
が
各
地
の
生
活
実
態
か
ら
く
る
要
望
に
対
応
す
る
こ
と
を

動
機
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
大
阪
弘
済
会
の
暉
峻
隆
範
の
以
下
の
指
摘
に

よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
府
県
に
於
け
る
社
会
施
設
の
流
行
物
の
一
つ
は
農
繁
期
の
託
児
で
あ
ら

う
。
そ
し
て
地
方
寺
院
も
之
に
は
大
分
参
加
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
託
児
所

の
真
に
効
果
を
上
げ
得
る
の
は
四
歳
以
下
の
嬰
児
殊
に
乳
児
の
如
き
全
く
母

親
の
足
手
纏
い
に
な
る
も
の
を
預
か
っ
た
と
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
18

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
小
作
人
ら
の
「
子
を
背
負
つ
て
は
正
味
三
分
の
一
の
仕
事

も
出
來
な
い
の
で
、
ど
う
か
植
付
の
濟
む
ま
で
」
と
い
っ
た
農
務
効
率
向
上
の
要

望
に
応
え
る
べ
く
全
国
各
地
で
の
農
繁
期
託
児
は
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
寺
院

が
こ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
っ
た
動
機
も
ま
た
同
じ
と
こ
ろ
に
存
し
て
い
た
と
指

摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
願
寺
派
に
お
け
る
農
繁
期
託
児
事
業
の
開

始
に
あ
た
っ
て
、
仏
教
の
人
間
観
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
広
め
て
い
こ
う
と
す
る
姿

勢
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後

の
研
究
課
題
と
す
る
。

（
以
上
、
担
当
：
宇
治
和
貴
）

Ⅱ
、
開
始
期
に
み
る
子
ど
も
観
の
諸
相

①
子
ど
も
観
の
前
提

　

王
政
復
古
・
明
治
維
新
以
降
、
西
欧
列
強
と
対
抗
し
う
る
国
家
統
治
体
制
を
と

と
の
え
る
べ
く
急
速
な
近
代
化
（
＝
西
欧
化
）
を
め
ざ
し
た
明
治
政
府
は
、
殖
産

興
業
・
軍
制
の
整
備
と
い
っ
た
富
国
強
兵
策
を
お
し
す
す
め
る
に
あ
た
り
国
民
の

身
体
／
生
命
へ
の
管
理
統
制
を
強
め
て
い
っ
た
。
そ
の
際
、
天
皇
制
国
家
へ
の
帰

属
意
識
や
「
忠
義
心
」
を
注
入
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
国
家
神
道

お
よ
び
そ
れ
と
同
質
化
し
た
仏
教
を
含
む
諸
宗
教
教
団
で
あ
り
、
ま
た
学
校
教
育

で
あ
っ
た
。

　

近
代
学
校
教
育
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
公
布
に
よ
り
は
じ
ま
っ

た
が
、
画
一
的
な
教
育
制
度
が
国
民
生
活
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
ず
、
学
校
設
立
数

も
就
学
率
も
政
府
の
期
待
す
る
よ
う
に
は
伸
び
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で

一
九
七
九
（
明
治
十
二
）
年
、
生
活
実
態
か
ら
遊
離
し
た
知
識
学
才
よ
り
も
「
徳

育
」
を
重
視
し
た
教
育
へ
の
転
換
を
は
か
る
「
教
学
聖
旨
」
が
出
さ
れ
る
が
、
そ

こ
に
は
「
自
由
民
権
思
想
の
芽
を
、
小
学
校
と
い
う
思
想
形
成
の
出
発
点
に
お
い

て
つ
み
と
り
、
批
判
精
神
の
成
長
を
抑
え
て
し
ま
お
う
と
い
う
意
図
」
19
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
一
八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年
制
定
の
集
会
条
例
に
基
づ
く
言
論



二
九

結
社
へ
の
取
り
締
ま
り
強
化
に
は
じ
ま
る
民
衆
運
動
抑
圧
と
、
教
育
政
策
の
転
換

と
の
関
連
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
は
学
校
現
場
で

の
紀
元
節
儀
式
の
挙
行
や
天
長
節
歌
・
紀
元
節
歌
の
学
校
唱
歌
指
定
、「
御
真
影
」

の
小
学
校
へ
の
「
下
賜
」
な
ど
が
実
施
さ
れ
20
、一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
、「
教

育
勅
語
」
謄
本
の
全
国
学
校
へ
の
配
布
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
は
「
小

学
校
祝
日
大
祭
日
儀
式
規
程
」
が
公
布
さ
れ
、
紀
元
節
・
天
長
節
な
ど
の
祝
祭
日

に
教
師
・
生
徒
が
執
り
行
う
儀
式
の
内
容
と
し
て
「
御
真
影
へ
の
拝
礼
、
万
歳
奉

祝
、
勅
語
捧
読
、
校
長
訓
示
、
祝
祭
日
唱
歌
合
唱
」
が
定
め
ら
れ
た
21
。

　

天
皇
制
国
家
が
求
め
た
人
間
像
は「
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
」ず
る「
忠

良
ノ
臣
民
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
要
求
に
は
「
健
康
」
で
あ
る
こ
と
も
含
ま
れ
て

い
く
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
設
置
さ
れ
た
保
健
衛
生
調
査
会
（
内
務
省
内
）

は
そ
の
焦
点
項
目
と
し
て
「
乳
幼
児
・
児
童
・
青
年
の
健
康
、
結
核
・
性
病
（
花

柳
病
）・
ハ
ン
セ
ン
病
・
精
神
障
害
の
予
防
、
衣
食
住
の
衛
生
、
農
村
衛
生
」
な

ど
を
掲
げ
、
従
来
の
衛
生
行
政
を
刷
新
し
た
。「
防
疫
に
終
始
し
た
そ
れ
ま
で
の

衛
生
行
政
を
脱
却
し
、
国
民
全
体
の
体
力
を
強
化
し
、
そ
れ
ま
で
十
分
な
対
策
が

打
た
れ
な
か
っ
た
「
慢
性
の
感
染
症
」
や
精
神
障
害
の
予
防
に
も
取
り
組
む
姿
勢

が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
個
人
の
た
め
の
み
で
は
な

く
、
国
家
の
た
め
、
民
族
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
成
立
し
て
い
た
」
22
の

で
あ
る
。

　

軍
事
的
経
済
的
な
強
国
を
支
え
る
「
人
的
資
源
」
の
要
件
と
し
て
国
民
に
健

康
を
求
め
る
政
策
は
同
時
に
、
健
康
で
な
い
人
間
を
排
除
す
る
も
の
で
も
あ
っ

た
。
優
生
思
想
に
基
づ
く
、
障
害
者
や
遺
伝
と
さ
れ
る
病
気
患
者
の
生
殖
制
限
で

あ
る
23
。
子
ど
も
を
独
立
し
た
権
利
主
体
（
＝
人
格
）
と
み
る
か
、
大
人
の
付
属

的
存
在
（
＝
物
件
）
と
み
る
か
と
い
っ
た
子
ど
も
観
に
は
、
そ
の
社
会
の
人
権
意

識
の
質
が
如
実
に
反
映
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
有
用
性
と
い
う
価
値
基
準
に
よ
っ
て

「「
い
の
ち
」
の
序
列
化
」
24
を
は
か
る
近
代
国
家
に
と
っ
て
、
子
ど
も
は
あ
く
ま

で
次
代
の
体
制
を
支
え
る
た
め
の
手
段
的
存
在
で
し
か
な
い
。
そ
し
て
状
況
は
非

常
時
的
様
相
を
呈
し
、
社
会
的
弱
者
た
る
子
ど
も
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
く
る
。
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
の
関
東
大
震
災
を
き
っ
か
け
と

し
た
金
融
恐
慌
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で
の
株
価

大
暴
落
の
影
響
が
波
及
し
た
昭
和
恐
慌
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
失
業
や
東
北
冷
害
に

と
も
な
う
農
村
恐
慌
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
危
機
に
よ
り
、
個
の
尊
厳
を
認
め
な
い

国
家
意
志
は
さ
ら
に
国
内
外
に
向
け
て
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
25
。
こ
う
し
た
状
況

下
に
あ
っ
て
展
開
さ
れ
た
仏
教
教
団
の
保
育
実
践
は
、
国
家
の
子
ど
も
観
と
同
質

の
も
の
に
基
づ
い
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
仏
教
独
自

の
子
ど
も
観
を
標
榜
す
る
も
の
と
し
て
成
立
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た

視
点
か
ら
の
検
討
を
は
じ
め
る
に
先
立
っ
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
を
取

り
巻
く
状
況
と
、
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
子

ど
も
観
の
い
く
つ
か
に
触
れ
て
み
た
い
。

②
近
代
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況

　

近
代
日
本
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
と
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
対
す
る
国
家
の
保
護
政
策
は
、
日
本
の
場
合
、
き
わ

め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
徳
川
時
代
の
慈
恵
政
策
そ
の
ま
ま
の
棄
児
養
育
米

給
与
方
や
恤
救
規
則
の
な
か
で
、
ま
た
三
子
出
産
の
貧
困
者
へ
養
育
米
給
与

方
な
ど
で
、
一
応
の
処
置
が
考
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
人
身



三
〇

売
買
の
禁
止
布
告
も
、
明
治
五
年
に
だ
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
動
機
は
、

た
ん
に
外
国
に
対
す
る
体
面
の
た
め
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど

効
力
を
発
揮
し
て
は
い
な
い
。
26

一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
の
人
身
売
買
取
締
り
の
太
政
官
布
告
に
は
「
第
一
国
体

ニ
於
テ
不
相
済
事
」
と
あ
り
、「
こ
れ
ら
の
施
策
は
封
建
的
「
悪
弊
」
を
一
掃
し

て
近
代
国
家
と
し
て
の
体
裁
を
と
と
の
え
よ
う
と
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
同
時
に

「
近
代
国
家
の
担
い
手
と
し
て
の
明
治
新
政
権
の
威
信
を
国
内
的
に
高
め
よ
う
と

し
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。
27

　

そ
う
し
た
状
況
を
う
け
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
は
感
化
法
が
成
立
し

た
。
こ
れ
は
不
良
少
年
・
非
行
少
年
の
増
加
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
定
の

状
況
の
も
と
で
、
国
家
に
よ
る
親
権
の
制
限
・
代
行
を
認
め
る
と
い
っ
た
性
格
を

も
っ
た
。
し
か
し
、そ
れ
は
子
ど
も
を
権
利
主
体
と
し
て
認
め
た
わ
け
で
は
な
く
、

目
的
は
あ
く
ま
で
社
会
秩
序
（「
社
会
公
安
」）
の
確
保
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
農

繁
期
託
児
を
取
り
巻
く
の
は
、
農
村
を
中
心
と
し
た
貧
困
状
況
で
あ
っ
た
。『
光
』

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
二
月
二
〇
日
号
28
に
よ
る
と
、
日
露
戦
争
後
の
恐
慌

期
の
失
業
者
は
東
京
市
内
で
約
七
八
、〇
〇
〇
人
、
前
職
は
職
工
五
〇
％
、
農
民

（
東
北
三
県
多
し
）
二
〇
％
、
日
雇
二
三
％
、
商
人
五
％
、
元
官
吏
二
％
で
あ
り
、

失
業
理
由
は
経
済
不
振
七
〇
％
、
不
作
十
五
％
、
除
隊
兵
二
〇
％
、
そ
の
他
五
％

で
、
東
北
三
県
の
失
業
率
は
福
島
県
五
〇
％
、
宮
城
県
三
〇
％
、
岩
手
県
二
〇
％

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
貧
困
に
由
来
す
る
子
ど
も
へ
の
虐
待
も
深
刻
で
あ
り
、

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
八
月
か
ら
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
二
月
ま
で
の
ケ
ー

ス
を
整
理
し
た
「
三
田
谷
啓
に
よ
る
児
童
虐
待
事
例
」
29
を
参
考
に
す
る
と
、
全

一
一
六
の
事
例
の
う
ち
、
虐
待
（
子
殺
し
）
の
原
因
と
し
て
「
家
計
難
・
生
活
難
」

（
十
六
件
）「
哺
育
・
養
育
費
を
と
る
た
め
」（
七
件
）
と
い
う
も
の
が
目
立
つ
。

ま
た
、
事
例
第
85
は
「
貰
子
四
〇
余
人
」
を
「
哺
育
費
を
と
る
た
め
」
に
「
栄
養

不
十
分
又
は
殺
害
又
は
棄
て
」、
事
例
第
107
は
「
貰
児
一
二
〇
名
」
を
「
養
育
費

を
と
ら
ん
た
め
」「
内
五
〇
名
は
絞
殺
し
市
塵
埃
捨
場
に
埋
め
」
て
い
る
と
い
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
貧
困
状
況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
の
は
農
村
恐
慌
で
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
、農
作
物
価
格
の
停
滞
に
よ
る
「
豊
作
飢
饉
」
が
起
き
、

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
は
三
陸
地
震
・
津
波
が
発
生
、
死
者
は
三
、〇
六
四

人
に
の
ぼ
っ
た
。
翌
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
、
雹
害
・
霜
害
・
水
害
に
よ
る
記

録
的
大
凶
作
、
ま
た
室
戸
台
風
は
死
者
・
行
方
不
明
三
、〇
三
六
人
と
い
う
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
は
都
市
部
失
業
者
の
農
村
還
流
に
よ
っ
て
出
稼
ぎ
機
会

が
減
少
し
、
農
村
家
計
を
ま
す
ま
す
圧
迫
し
た
30
。
子
ど
も
た
ち
は
農
村
の
貧
困

を
背
景
と
し
た
人
身
売
買
の
対
象
と
な
り
、
あ
る
い
は
都
市
工
場
に
年
少
労
働
者

と
し
て
か
り
出
さ
れ
、
子
さ
ら
い
や
貰
い
子
殺
し
が
頻
発
す
る
、
と
い
う
状
況
で

あ
っ
た
。
31

③
対
抗
的
な
近
代
の
子
ど
も
観

　

一
方
で
こ
の
時
代
、
久
津
見
蕨
村
（
一
八
六
〇

−一
九
二
五
）
ら
の
児
童
研
究
運

動
の
な
か
か
ら
「
子
ど
も
の
権
利
」を
明
確
に
主
張
す
る
動
き
が
あ
ら
わ
れ
る
32
。

久
津
見
は

子
供
は
何
ん
で
あ
る
か
と
考
へ
て
み
る
が
宜
い
。
一
寸
考
へ
れ
ば
唯
我
子
と

云
ふ
に
過
ぎ
ぬ
。
け
れ
ど
も
能
く
考
へ
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
我
々
國
民
の
相

續
者
で
一
人
一
家
の
後
繼
ぎ
と
云
ふ
ば
か
り
で
は
な
い
。
實
に
國
家
並
に

我
々
人
種
の
後
繼
と
な
る
べ
き
も
の
、
公
共
的
の
相
續
人
に
外
な
ら
ぬ
。
し



三
一

て
見
る
と
子
供
は
父
母
の
私
有
的
の
寶
で
は
な
い
。
天
下
の
寶
だ
。
そ
れ
を

父
母
兄
姉
が
暫
く
預
つ
て
育
て
上
げ
る
と
云
ふ
も
の
で
、
最
も
そ
れ
は
大
切

な
仕
事
、
責
任
あ
る
仕
事
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
33

と
い
い
、
ま
た

親
に
育
て
る
義
務
が
あ
れ
ば
、
子
供
に
は
親
に
育
て
ら
れ
る
權
利
が
あ
る
。

…
即
ち
親
に
教
へ
ら
れ
、
社
會
に
教
へ
ら
れ
る
權
利
を
持
つ
て
居
る
と
云
ふ

て
宜
い
。…
社
會
も
亦
子
供
に
對
し
て
は
幾
ん
ど
親
と
同
様
な
責
任
が
あ
る
。

子
供
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る
に
足
る
學
校
を
設
け
て
、
親
達
が
義
務
を
盡
す

に
便
利
を
與
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
親
達
ば
か
り
に
任
せ
て
不
充
分
な
時
に

は
、
自
か
ら
子
供
を
教
育
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
が
あ
る
。
隨
て
子
供
は
社
會

に
向
つ
て
そ
れ
を
請
求
す
る
の
權
利
が
あ
る
。
…
子
供
は
決
し
て
自
分
勝
手

の
も
の
で
は
な
く
て
、
天
下
の
寶
、
社
會
の
相
續
人
だ
、
そ
れ
を
親
が
預
つ

て
居
る
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
れ
に
對
し
て
そ
の
權
利
を
保
護
す
る
の
は
當
然
な
こ

と
で
は
な
い
か
。
34

と
の
主
張
を
展
開
す
る
。
天
皇
制
国
家

−

家
族
国
家
観
を
相
対
化
し
え
て
い
な
い

と
い
う
限
界
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
子
ど
も
の
権
利
認
識
は
「
児
童

保
護
」
成
立
の
思
想
的
な
準
備
と
な
っ
た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
35
。

　

会
津
藩
士
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、
十
三
歳
で
洗
礼
を
受
け
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に

な
っ
た
若
松
賤
子
（
一
八
六
四

−

一
八
九
七
）
は
『
小
公
子
』
の
翻
訳
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
、
従
来
の
よ
う
な
「
大
人
の
付
属
品
」「
大
人
に
比
べ
て
不
完

全
な
存
在
」
と
い
う
子
ど
も
観
を
否
定
し
、
独
立
し
た
人
格
と
し
て
子
ど
も
を
と

ら
え
、
接
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
た
と
え
ば
大
人
が
子
ど
も
に
対
し
て

一
方
的
・
強
圧
的
に
叱
責
し
、
そ
の
行
動
を
統
御
す
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

子
供
に
對
し
て
い
ふ
と
な
る
と
、
成
人
は
「
さ
う
す
る
な
」「
そ
れ
は
い
け

ま
せ
ん
」
と
い
ふ
様
な
禁
制
的
の
言
葉
計
り
が
多
い
様
で
す
。
な
る
ほ
ど
子

供
は
吾
儘
な
様
で
す
が
、
そ
れ
は
遠
慮
す
る
と
か
、
人
の
爲
に
忍
ぶ
と
か
い

ふ
徳
義
上
の
考
の
起
ら
な
い
先
の
こ
と
で
す
か
ら
據
な
い
こ
と
と
し
て
、
さ

て
子
供
は
權
理
を
主
張
す
る
と
い
ふ
様
な
こ
と
は
聊
か
も
知
つ
て
居
ま
せ

ん
、
そ
の
處
を
力
も
強
く
、
經
驗
も
餘
計
な
私
ど
も
が
觀
定
違
ひ
を
し
た
り
、

無
理
を
し
た
り
し
て
は
、
實
に
憫
然
で
厶
升
。
36

子
ど
も
は
権
利
を
主
張
す
る
だ
け
の
知
恵
を
持
た
な
い
弱
者
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
強
者
で
あ
る
大
人
に
一
方
的
な
断
罪
・
強
制
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、「
是
非
造

つ
た
模
型
通
り
に
嵌
込
ま
ね
ば
承
知
せ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
、
理
性
を
備
へ
た
親
た

ち
の
爲
ま
敷
こ
と
」
だ
と
い
う
。
あ
る
い
は

私
ど
も
多
年
そ
ゝ
う
に
そ
ゝ
う
を
重
ね
て
、
漸
く
こ
れ
丈
に
普
通
の
物
こ
と

を
覺
へ
た
の
で
す
か
ら
、
其
考
へ
が
な
く
て
は
、
實
に
子
供
が
可
愛
さ
う
で

す
。
子
供
が
過
や
ま
つ
て
大
切
な
道
具
を
破
し
た
か
ら
と
い
つ
て
、
容
赦
な

く
ポ
ン
ト
横
つ
ら
を
は
る
と
い
ふ
様
な
こ
と
は
、
よ
く
見
る
こ
と
で
す
が
、

子
供
は
本
の
不
注
意
を
し
た
計
り
で
す
が
、
其
親
こ
そ
却
つ
て
癇
癪
が
抑
へ

切
れ
な
い
の
で
、
牙
を
む
き
出
す
犬
や
、
背
を
立
て
ゝ
う
な
る
猫
の
眞
似
を

し
た
様
な
も
の
で
す
。
自
分
は
随
分
其
時
の
心
持
次
第
で
、
勝
手
な
こ
と
を

す
る
。
子
供
丈
は
い
つ
も
謹
ん
で
折
目
正
し
い
こ
と
を
せ
度
。
さ
う
せ
ね
ば

大
罪
を
犯
し
た
と
同
じ
様
に
責
檻
す
る
と
い
ふ
を
以
て
、
躾
と
は
ど
ふ
し
て

も
受
け
と
れ
ぬ
こ
と
で
す
。
37

と
い
っ
て
、
大
人
が
自
ら
を
完
全
な
も
の
と
し
て
傲
慢
に
な
っ
た
り
体
罰
を
用
い
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た
教
育
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
を
動
物
の
所
業
に
た
と
え
な
が
ら
厳
し
く
諌
め
て

い
る
。

　

続
い
て
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、
篤
信
の
浄
土
真
宗
門
徒
で
あ
っ
た
両
親
や
真
宗

僧
侶
の
梅
原
真
隆
（
一
八
八
五

−

一
九
六
六
）
の
影
響
で
親
鸞
思
想
に
傾
倒
し
、

民
間
教
育
運
動
に
従
事
し
た
野
村
芳
兵
衛
（
一
八
九
六

−

一
九
八
六
）
の
子
ど
も

観
で
あ
る
。
野
村
は
そ
の
著
『
文
化
中
心
修
身
新
教
授
法
』
38
に
お
い
て
修
身
教

科
書
の
内
容
に
対
し
逐
一
批
判
を
加
え
る
形
で
、
独
自
の
教
育
観
・
子
ど
も
観
を

発
表
し
て
い
る
。

〔
二
十
三
〕
ク
フ
ウ
セ
ヨ

…
ほ
め
る
必
要
は
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
は
子
供
た
ち
は
何
時
で
も
や
っ
て
ゐ
る

こ
と
だ
。
こ
の
課
は
子
供
た
ち
に
は
不
必
要
、
先
生
や
父
母
に
必
要
な
課
。
39

〔
二
十
五
〕
ヨ
イ
コ
ド
モ

教
権
の
威
力
を
示
す
課
？
こ
の
課
は
な
く
も
が
な
。
40

と
、
先
の
若
松
が
提
示
し
た
よ
う
な
「
大
人
の
子
ど
も
に
対
す
る
優
越
感
・
慢
心

へ
の
反
省
」を
野
村
も
同
じ
く
語
っ
て
い
る
。「
子
供
は
自
分
の
所
有
物
で
は
な
い
。

だ
か
ら
ど
ん
な
に
可
愛
ゆ
く
て
も
、
愛
で
子
供
を
縛
っ
て
は
な
ら
な
い
」
41
と
い

う
言
葉
は
、
仏
教
の
非
我
・
非
我
所
（
我
は
我
で
な
く
、
我
が
も
の
は
な
い
）
の

原
則
を
踏
ま
え
た
も
の
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
ま
た
、

〔
十
五
〕
カ
テ
イ

…
不
純
な
子
供
が
ゐ
た
ら
、
そ
の
子
を
責
め
る
前
に
、
そ
の
子
の
荒
ん
で
ゐ

る
家
庭
を
持
っ
た
こ
と
に
同
情
し
た
い
。
42

と
い
う
箇
所
に
は
、
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
が
い
た
場
合
に
、
そ
の
背
景
や
要
因

を
究
明
す
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
、
子
ど
も
個
人
に
責
任
を
限
定
さ
せ
る
軽
率
な
指

導
に
注
意
が
う
な
が
さ
れ
て
い
る
。

　

天
皇
制
国
家
の
思
想
を
根
付
か
せ
る
中
心
科
目
で
あ
る
修
身
の
教
育
内
容
に
対

す
る
野
村
の
批
判
は
さ
ら
に
非
戦
論
の
展
開
に
ま
で
至
る
。

〔
二
〕
忠
君
愛
国

…
自
分
は
戦
争
は
い
ゝ
も
の
と
は
思
は
ぬ
。
劔
を
持
っ
て
起
つ
者
は
、
劔
に

よ
っ
て
亡
ぼ
さ
れ
る
こ
と
を
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
修
身
教
育
で
好
戦
国
民

を
造
っ
て
は
悲
し
い
。
で
も
や
す
っ
ぽ
く
戦
争
し
な
く
て
人
間
が
生
き
ら
れ

る
や
う
に
考
へ
る
の
も
一
種
の
堕
落
だ
と
思
ふ
。
人
類
愛
は
抽
象
的
に
な
っ

て
は
血
液
の
中
を
流
れ
な
い
。や
っ
ぱ
り
味
方
に
対
す
る
愛
が
拡
大
さ
れ
て
、

敵
に
ま
で
結
ば
れ
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
味
方
だ
け
愛
し
て
、

敵
を
愛
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
は
、
決
し
て
名
誉
な
こ
と
で
は
な
い
が
、

抽
象
的
な
人
類
愛
に
居
る
こ
と
よ
り
も
人
間
の
真
実
な
姿
だ
と
思
ふ
。
43

こ
の
よ
う
に
、
決
し
て
徹
底
し
た
も
の
で
は
な
い
に
し
ろ
、
戦
争
に
対
す
る
否
定

的
な
見
解
を
示
し
た
野
村
の
主
張
は
、
当
該
状
況
に
対
す
る
強
い
批
判
性
を
も
っ

た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
野
村
は
天
皇
制
国
家
に
対
し
て
全
く
批
判
的
立
場
を
成
立
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
指
摘
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
野
村
は「
憲
法
」

と
い
う
課
に
つ
い
て
「
政
治
の
こ
と
を
言
ふ
の
は
お
上
に
不
忠
義
だ
な
ど
言
ふ
他

律
的
根
性
を
捨
て
な
く
て
は
駄
目
だ
。」
44

と
コ
メ
ン
ト
し
て
は
い
る
。
し
か
し

こ
と
天
皇
制
へ
の
言
及
と
な
る
と
、
一
切
の
批
判
性
が
失
わ
れ
る
。

〔
十
六
〕
テ
ン
ノ
ウ
ヘ
イ
カ

私
は
日
本
国
民
と
皇
室
の
関
係
を
思
出
す
時
、
昔
、
仁
徳
天
皇
の
所
へ
鯛
が

と
れ
ま
し
た
か
ら
と
言
っ
て
持
っ
て
上
っ
た
漁
夫
の
こ
と
を
思
ふ
。
そ
し
て
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さ
う
し
た
本
家
に
対
す
る
親
し
み
の
保
た
れ
て
ゐ
た
素
朴
な
私
た
ち
の
祖
先

の
自
然
な
生
活
を
懐
し
い
と
思
ふ
。
私
は
国
民
と
皇
室
と
の
関
係
を
政
治
的

に
よ
り
も
人
情
的
に
感
ず
る
。
今
や
日
本
の
政
体
は
立
憲
政
治
だ
。
私
た
ち

は
ど
こ
ま
で
も
、
政
治
の
上
で
は
自
分
た
ち
の
生
活
を
中
心
に
し
て
自
治
の

自
覚
を
深
め
て
行
き
た
い
と
思
ふ
。
で
も
人
情
的
に
は
日
本
の
国
体
を
忘
れ

ず
、
素
朴
な
祖
先
の
生
活
を
慕
ひ
、
建
国
か
ら
今
日
ま
で
、
本
家
を
守
っ
て

親
密
に
一
団
の
生
活
を
続
け
て
き
た
人
情
を
失
ひ
た
く
な
い
と
思
ふ
。
45

一
見
、
先
の
憲
法
の
コ
メ
ン
ト
と
矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
、
要
す
る
に
「
政
治
の
こ

と
を
言
ふ
」
の
は
あ
く
ま
で
「
不
可
侵
領
域
」
た
る
天
皇
制
へ
の
信
奉
を
外
さ
な

い
限
り
に
お
い
て
、
と
解
釈
す
れ
ば
理
解
は
可
能
で
あ
る
。「「
共
生
協
力
」
へ
と

の
め
り
こ
も
う
と
す
る
野
村
に
と
っ
て
、「
国
家
」
を
自
分
か
ら
離
し
て
客
体
視

す
る
の
は
、
困
難
だ
っ
た
」
46
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う

な
思
想
を
生
み
だ
す
野
村
の
信
仰
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
親
鸞
の
信

仰
の
立
場
は
呪
術
的
な
民
族
宗
教
に
対
す
る
徹
底
し
た
否
定
の
態
度
に
貫
か
れ
て

い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
野
村
の
宗
教
理
解
は

迷
信
だ
っ
て
無
意
味
で
は
な
い
と
思
ふ
。
精
神
的
な
慰
安
に
な
る
。
子
供
た

ち
や
、
素
朴
な
田
舎
者
か
ら
迷
信
を
と
っ
て
し
ま
ふ
と
は
可
哀
さ
う
だ
。
47

と
あ
る
よ
う
に
、
呪
術
を
許
容
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
宗
教
を
道
徳

に
対
置
し
て
、
道
徳
が
反
省
を
促
す
の
に
対
し
、
宗
教
は
「
純
に
」
礼
拝
し
救
い

に
感
激
し
、
言
葉
を
不
要
と
す
る
「
直
観
」
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
い
、「
宗
教

直
観
」
と
「
道
徳
反
省
」
と
が
「
融
合
」
し
「
協
力
」
す
る
こ
と
で
「
人
生
が
全

う
」
さ
れ
生
活
が
充
た
さ
れ
る
と
述
べ
る
48
。
つ
ま
り
野
村
の
信
仰
理
解
は
国
家

道
徳
と
基
本
的
に
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
ず
相
互
に
協
力
・
補
完
し
合
う
と
い
っ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
浄
土
真
宗
が
本
来
も
つ
根
底
的
な
現
実
批
判
性
は
全
く
踏
ま
え
ら

れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、「
国
体
」
へ
の
「
人
情
的
」
な
「
親

し
み
」
が
表
明
さ
れ
る
の
も
当
然
の
結
果
だ
と
い
え
る
。

Ⅲ
、
農
繁
期
託
児
事
業
に
お
け
る
「
仏
教
」
の
子
ど
も
観

　

で
は
、
仏
教
福
祉
事
業
の
大
き
な
柱
と
し
て
展
開
さ
れ
た
農
繁
期
託
児
所
の
設

置
・
運
営
は
、
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
観
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て

い
こ
う
。

　

ま
ず
、
農
繁
期
託
児
に
関
連
し
て
も
っ
と
も
頻
繁
に
表
明
さ
れ
る
の
は
農
作
業

の
妨
げ
と
な
る
「
足
手
纏
い
」
と
し
て
の
子
ど
も
観
で
あ
る
。
大
阪
弘
済
会
の
保

育
部
長
と
し
て
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
以
下
、本
派
）・
真
宗
大
谷
派
（
以
下
、大
派
）

に
理
論
を
提
供
し
た
田
村
克
己
は
農
繁
期
託
児
所
に
三
つ
の
使
命
が
あ
る
と
し
て

そ
れ
は
期
節
的
に
行
は
れ
る
兒
童
保
護
の
機
關
で
あ
る
と
共
に
、
家
庭
に
對

し
て
は
經
濟
保
護
の
機
關
で
あ
り
、
更
に
隣
保
改
善
の
機
關
と
も
な
る
。

經
濟
的
に
も
敎
化
的
に
も
衛
生
的
に
も
耕
さ
れ
ざ
る
荒
蕪
地
に
置
か
れ
て
ゐ

る
子
供
と
そ
の
環
境
―
子
供
を
預
託
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
母
親
そ
の
他
の

足
手
纏
い
を
除
き
、
家
人
を
し
て
心
お
き
な
く
勞
働
に
從
事
せ
し
め
、
こ
の

保
育
の
機
會
を
捉
へ
て
、
母
性
に
對
し
育
兒
及
保
育
の
知
識
を
授
け
る
と
共

に
、
子
供
を
遇
す
る
眼
の
開
發
を
促
し
、
子
供
の
愛
を
通
し
て
家
庭
を
文
化

的
に
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
願
望
と
乳
幼
兒
の
健
全
な
發
達
を
期
し
、
開
設

中
の
み
で
な
く
、
閉
所
後
に
於
け
る
平
時
に
も
、
保
育
中
の
良
習
慣
を
持
越

さ
う
と
す
る
企
圖
の
下
に
計
劃
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
49
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と
説
き
、
そ
の
成
果
と
し
て

愛
兒
が
お
寺
に
世
話
を
願
つ
て
か
ら
一
切
の
懸
念
を
脱
れ
て
家
人
は
農
務
に

沒
頭
す
る
事
が
出
來
る
の
も
道
理
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
、
保
育
事
業
が

開
設
さ
れ
て
か
ら
、
以
前
の
約
三
倍
に
當
る
作
業
能
率
の
增
進
を
見
た
と
報

告
さ
れ
て
居
る
。
50

と
い
う
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
農
繁
期
託
児
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
大
き
な

動
機
は「
寺
院
に
對
す
る
現
代
人
の
一
種
の
反
感
」が
広
が
る
状
況
の
な
か
で「
寺

族
總
掛
り
に
進
ん
で
農
繁
の
勞
を
わ
か
つ
心
持
か
ら
子
供
を
引
取
つ
た
の
を
幸
ひ
、

合
理
的
保
育
に
終
始
し
た
な
ら
ば
、
昨
日
の
反
感
は
今
日
の
感
謝
と
變
る
」
51
で

あ
ろ
う
と
の
期
待
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
寺
院
の
社
会
的
有
用
性
を
示
す
こ
と
で

寺
院
経
営
の
安
定
が
企
図
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
子
ど
も
を
「
足
手
纏

い
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
何
ら
躊
躇
の
痕
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
一
方
で
田
村
は
施
設
名
称
に
つ
い
て
の
検
討
の
な
か
で
「
託
兒
所
と
呼

べ
ば
子
供
を
荷
物
扱
ひ
視
す
る
と
云
つ
た
嫌
ひ
が
あ
る
」
52
と
指
摘
し
、
ま
た
、
保

育
者
の
注
意
事
項
と
し
て
定
め
た
「
保
姆
十
誡
」
に
「
み
な
の
個
性
を
無
視
す
る

勿
れ
」「
何
事
も
公
平
を
缺
く
勿
れ
」「
止
め
よ
の
禁
止
命
令
を
發
す
る
勿
れ
」
53

と
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
を
物
件
視
し
た
り
強
圧
的
に
接
す
る
こ
と
に
批
判
的
な

態
度
を
示
し
て
も
い
る
。

　

体
罰
に
つ
い
て
は
、「
氣
が
短
い
の
で
（
子
ど
も
を
：
引
用
者
補
）
畳
の
上
へ

投
り
付
け
ま
す
。」
と
い
う
保
護
者
の
相
談
に
対
し

親
と
し
て
子
供
が
本
當
に
可
愛
い
か
ら
な
ん
と
か
善
く
し
て
や
ら
う
と
云
ふ

慈
悲
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
爲
に
子
供
の
躾
方
に
つ
き
厳
し
く
打

ち
付
け
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
反
つ
て
子
供
を
小
さ
く
し
て
し
ま
ひ
、
惡
い
結

果
に
終
り
易
い
。
…
子
供
が
惡
い
こ
と
を
す
る
こ
と
は
親
に
も
缺
點
の
あ
る

こ
と
を
先
き
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
子
供
を
打
つ
と
云
ふ
こ
と

は
今
日
限
り
止
め
て
、
一
番
始
め
に
叱
つ
た
も
の
が
最
後
に
な
だ
め
て
や
る

と
云
ふ
風
に
や
れ
ば
子
供
は
心
か
ら
改
め
る
様
に
な
り
ま
せ
う
。
54

と
回
答
し
、
母
親
の
あ
る
べ
き
指
導
の
態
度
と
し
て
「
子
供
が
惡
い
事
を
し
た
と

き
な
ど
、
子
供
を
毆
つ
た
な
ら
ば
、
子
供
に
反
感
を
持
た
す
だ
け
で
効
果
は
な
い
。

“
折
檻
は
怒
り
治
め
て
徐
ろ
に
”諄
々
と
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
」55
と
述
べ
る
な
ど
、

そ
れ
が
無
効
果
で
あ
り
、
な
す
べ
か
ら
ざ
る
教
育
方
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

子
供
を
懲
し
め
る
た
め
に
は
自
分
の
身
を
懲
し
め
る
考
へ
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
56

例
へ
ば
其
懲
戒
と
し
て
食
物
を
與
へ
な
い
と
云
ふ
様
な
時
に
は
、
自
分
自
ら

も
食
事
を
せ
ぬ
と
い
ふ
、
堅
い
決
心
を
持
續
し
、
勇
氣
を
以
て
自
身
を
苦
め

る
と
い
ふ
覺
悟
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
57

と
い
う
よ
う
に
、
田
村
は
、
子
ど
も
に
懲
罰
を
行
う
際
に
は
、
保
護
者
自
ら
に
も

子
ど
も
の
過
失
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
自
身
も
共
に
懲
罰
さ
れ

て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
。「
話
し
て
も
分
か
ら
な
い
子
ど
も
に
は
体
罰
や
む
な
し
」

と
い
う
よ
う
な
非
理
性
的
な
存
在
と
し
て
の
侮
蔑
的
子
ど
も
観
（
子
ど
も
に
対
す

る
大
人
の
傲
慢
さ
）
や
、
悪
い
行
動
を
個
人
の
責
任
に
帰
し
て
断
罪
し
懲
罰
を
加

え
る
こ
と
で
自
ら
を
善
の
立
場
に
置
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
反
省
さ
れ
る
べ
き
だ
と

繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

田
村
の
子
ど
も
観
に
つ
い
て
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
不
健
康
で
「
低

能
」
な
子
ど
も
の
排
除
で
あ
る
。
農
繁
期
託
兒
所
の
「
受
託
次
第
」
に
関
し
て
田
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村
は
「
傳
染
病
患
者
は
勿
論
の
こ
と
、
病
兒
や
低
能
兒
は
敬
遠
し
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。」
58

と
い
い
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
保
育
園
は
病
院
で
も
な
く
、
低
能
教

室
で
も
な
い
か
ら
」
59

と
説
明
す
る
。「
健
康
」
で
「
有
能
」
な
子
ど
も
の
み
を

対
象
と
し
、
そ
れ
以
外
の
子
ど
も
の
受
け
入
れ
は
検
討
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

　

農
繁
期
託
児
の
現
場
で
は
、「
健
康
」
な
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
差
別
的
処

遇
が
多
々
み
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。「“
寺
院
の
託
兒
所
に
は
未
來
性
が
な
い
” 

大

阪
府
當
局
の
意
見　

階
級
差
別
の
傾
向
が
濃
厚
」
と
見
出
し
が
付
け
ら
れ
た
『
中

外
日
報
』
一
九
三
五
（
Ｓ
一
〇
）
年
六
月
八
日
付
の
記
事
に
は
こ
う
あ
る
。

大
阪
府
下
に
於
け
る
農
村
託
兒
所
の
施
設
は
他
府
縣
に
比
較
し
て
す
こ
ぶ
る

遅
れ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
が
、
現
在
僅
少
な
が
ら
開
設
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
の

う
ち
で
も
寺
院
の
託
兒
所
に
は
あ
ま
り
未
來
性
が
乏
し
い
と
當
局
は
見
て
ゐ

る
、
そ
し
て
そ
の
理
由
は
は
な
は
だ
こ
れ
を
い
ふ
を
憚
る
が
、
と
か
く
心
附

け
も
多
い
し
、
何
か
と
お
寺
の
世
話
を
す
る
檀
家
の
子
供
は
せ
い
〳
〵
こ
れ

を
待
遇
す
る
が
、
そ
れ
で
な
い
檀
家
の
子
供
は
こ
れ
を
疎
外
す
る
と
い
つ
た

傾
向
が
各
寺
院
の
託
兒
所
に
ち
か
ご
ろ
濃
厚
に
見
え
出
し
て
來
た
と
い
ふ
の

で
あ
る
。
60

こ
の
記
事
の
内
容
が
実
態
を
ど
こ
ま
で
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
検
証
す
る

材
料
を
も
た
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
仏
教
教
団
の
示

す
子
ど
も
観
に
差
別
を
克
服
す
る
だ
け
の
自
律
性
な
い
し
革
新
性
が
成
立
し
え
な

い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。「
仏
教
」
保
育
の
な
か
に
あ
っ
て
も
子
ど

も
た
ち
は
選
別
の
対
象
で
あ
り
、
次
代
の
「
家
」・
国
家
の
担
い
手
と
し
て
み
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

成
る
程
農
業
に
専
念
さ
れ
る
の
は
有
難
い
事
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
家
の
寶

國
の
礎
と
も
言
ふ
べ
き
子
女
の
敎
育
幼
兒
の
保
育
は
、
夫
れ
に
も
增
し
て
重

要
な
仕
事
で
あ
る
。
…
兒
童
は
兒
童
と
し
て
之
を
保
育
し
、
美
化
し
善
化
し

て
、
第
二
國
民
と
し
て
、
本
來
の
使
命
を
全
か
ら
し
め
る
の
が
、
當
然
な
る

社
會
的
責
務
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
61

と
い
い
、
ま
た

今
日
の
幼
年
少
年
が
其
家
庭
に
於
け
る
色
々
な
こ
と
を
目
撃
し
た
り
、
思
想

の
或
る
方
面
に
觸
れ
る
爲
に
、
子
供
の
頭
と
云
ふ
も
の
が
全
國
的
に
惡
く
な

つ
て
、
不
良
少
年
不
良
少
女
と
云
ふ
や
う
な
者
が
日
に
増
し
に
多
く
な
り

つ
ゝ
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
官
憲
の
お
調
べ
に
依
る
計
數
に
於
て
明
に
示
さ

れ
て
居
る
所
で
あ
り
ま
す
。世
の
中
が
斯
う
云
ふ
風
に
な
る
場
合
に
當
つ
て
、

我
々
が
宗
敎
家
の
立
場
と
し
て
社
會
奉
仕
的
の
仕
事
を
さ
し
て
戴
き
、
將
來

の
日
本
を
背
負
ふ
て
立
つ
べ
き
小
さ
い
子
供
を
保
育
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、

社
會
事
業
の
中
で
も
最
も
意
義
の
あ
る
積
極
的
な
仕
事
で
は
な
か
ら
う
か
と

云
ふ
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
て
居
ま
す
。
…
今
後
日
本
の
第
二
世
と
言
は
る
ゝ

子
供
に
對
し
て
相
當
基
礎
あ
る
教
養
を
與
へ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
我
々
國
民

と
し
て
又
宗
敎
家
の
一
人
と
し
て
も
、
さ
う
云
ふ
點
に
付
て
は
大
い
に
盡
さ

し
て
戴
き
た
い
と
云
ふ
感
想
を
持
つ
て
居
り
ま
す
。
…
あ
な
た
方
が
自
分
自

ら
法
悦
に
満
足
し
て
居
ら
れ
る
其
喜
び
と
温
ま
り
と
を
、
あ
な
た
方
の
お
世

話
下
さ
る
子
供
さ
ん
の
頭
に
吹
き
込
ん
で
戴
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
62

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
民
育
成
と
の
間
に
矛
盾
を
生
じ
る
こ
と
な
く
成
立
し
た

の
が
こ
の
時
期
に
展
開
さ
れ
た
「
仏
教
」
保
育
実
践
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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Ⅳ
、
お
わ
り
に

　

仏
教
教
団
に
お
け
る
社
会
事
業
全
体
が
戦
時
体
制
に
向
か
う
過
程
で
不
足
す
る

人
的
資
源
の
確
保
を
目
途
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
保
育
事
業
も
や
は
り
同
様

の
理
念
の
も
と
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

天
皇
制
国
家
体
制
下
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
農
繁
期
保
育
事
業
は
、
若
松
ら
に

よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
近
代
の
新
し
い
子
ど
も
観
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
独
立
し
た

人
格
と
し
て
非
暴
力
的
に
接
す
る
べ
き
対
象
」
と
し
て
の
視
点
を
一
定
程
度
ま
で

確
保
し
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
到
達
点
は
あ
く
ま
で
天
皇
制
国
家
に
お
い
て
許
容

さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
仏
教
が
本
来
め
ざ
す
べ
き
人
格
的
社
会

像
の
実
現
と
い
う
立
場
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
本
研
究
は
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部　

平
成
二
四
年
度
特
別
研

究
助
成
（
指
定
研
究
）
を
受
け
た
成
果
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

１　

こ
の
時
点
で
も
真
俗
二
諦
教
義
の
影
響
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
回

は
、
扱
わ
な
い
。

２　

一
番
ヶ
瀬
康
子
、
小
川
信
子
、
泉
順
、
宍
戸
健
夫
『
日
本
の
保
育
』
ド
メ
ス
出
版
、

一
九
六
二
年
。

３　

同
前
。

４　

高
石
文
人
・
中
西
直
樹
・
菊
池
正
治
編
、不
二
出
版
、二
〇
一
一
年
〜（
二
〇
一
四
年
）。

５　

最
終
的
に
は
本
願
寺
教
団
の
仏
教
保
育
事
業
に
焦
点
を
絞
っ
て
問
題
点
を
探
る
予
定

で
あ
る
が
、
現
在
の
段
階
で
は
資
料
が
少
な
い
の
で
、
い
っ
た
ん
仏
教
教
団
全
体
の
保

育
事
業
に
枠
を
広
げ
て
資
料
の
収
集
や
、
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

６　

本
願
寺
派
で
は
大
正
十
一
年
四
月
一
日
付
で
社
会
課
規
定
が
発
布
さ
れ
、
監
獄
布
教

な
ど
を
所
管
と
し
て
担
う
こ
と
と
し
た
。
大
谷
派
な
ど
に
遅
れ
て
の
社
会
課
の
設
置
と

な
っ
た
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
発
足
ひ
と
月
前
の
三
月
三
日
に
創
立
大
会
が
開
か
れ
、
次

い
で
東
西
本
願
寺
管
長
宛
に
募
財
拒
否
通
告
を
突
き
つ
け
た
全
国
水
平
社
の
動
き
と
、
こ

れ
に
対
応
す
る
融
和
改
善
や
差
別
の
撤
廃
と
い
う
課
題
に
、
な
に
が
し
か
教
団
と
し
て
取

り
組
む
組
織
的
な
体
制
の
整
備
（
大
正
十
三
年
一
〇
月
、
社
会
課
内
に
本
派
本
願
寺
一
如

会
を
設
立
）
と
い
う
点
か
ら
も
、
社
会
課
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

７　

藤
音
は
昭
和
二
年
四
月
二
一
日
付
で
編
成
替
え
さ
れ
た
本
願
寺
社
会
部
の
最
初
の
部

長
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
は
慈
善
会
財
団
の
参
務
と
い
う
役
職
に
名
を
連
ね

て
お
り
、
そ
の
後
大
正
十
一
年
に
開
設
さ
れ
た
財
団
の
新
規
事
業
、
人
事
相
談
所
の
所

長
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
所
長
在
任
中
の
大
正
十
三
年
四
月
末
か
ら
一
年
半
に
わ
た
り
、

本
山
よ
り
派
遣
さ
れ
て
欧
米
各
国
の
宗
教
・
社
会
事
情
視
察
の
機
会
が
与
え
ら
れ
十
四

年
十
一
月
に
帰
国
し
て
い
る
。

８　

本
派
本
願
寺
社
会
部
、
昭
和
二
年
。

９　

本
派
本
願
寺
社
会
部
、
昭
和
四
年
。

10　

山
崎
精
華
著
、
本
派
本
願
寺
教
務
局
社
会
部
、
昭
和
八
年
。

11　
『
社
会
的
中
心
と
し
て
の
寺
院
』
本
願
寺
社
会
部
、
昭
和
八
年
四
月
。

12　

山
崎
は
こ
の
三
年
前
に
、『
宗
団
を
中
心
と
す
る
農
繁
期
保
育
事
業
の
理
論
と
実
際
』

（
社
会
部
叢
書　

第
七
輯
、
昭
和
五
年
十
一
月
）
を
発
行
し
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
「
農

村
寺
院
の
行
ふ
最
も
相
応
は
し
い
社
会
的
施
設
は
農
繁
期
に
於
け
る
保
育
事
業
を
考
え

ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

13　
『
戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
の
研
究
』
中
西
直
樹
・
高
石
史
人
・
菊
池
正
治　

不
二
出

版　

二
〇
一
三
年
（
第
二
章　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
社
会
事
業
と
関
係
資
料
）
参
照



三
七

14　

資
料
は
、
二
〇
一
三
年
に
筑
紫
女
学
園
大
学
で
行
わ
れ
た
研
究
会
で
、
共
同
研
究

者
で
あ
る
龍
谷
大
学
・
中
西
直
樹
教
授
の
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ご
本
人
の
許
諾

の
も
と
で
使
用
し
た
。

15　

資
料
分
析
は
共
同
研
究
者
で
あ
る
龍
谷
大
学
・
中
西
直
樹
教
授
の
右
研
究
会
報
告

に
お
け
る
指
摘
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

16　

第
六
巻　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編
不
二
出
版
。

17　

本
願
寺
派
の
認
可
保
育
所
と
し
て
記
録
が
残
る
も
の
で
最
も
古
い
も
の
が
一
九
三

二
（
昭
和
七
）
年
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
的
な
保
育
事
業
の
開
始
と
、
本
願
寺
の
認
可

制
開
始
時
期
が
こ
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
に
論
を
譲
る
。

18　
「
農
繁
期
に
於
け
る
託
児
は
乳
児
を
や
ら
ね
ば
駄
目
」（『
中
外
日
報
』
八
三
三
五
号
、

一
九
二
七
年
六
月
二
三
日
付
）。

19　

山
住
正
巳
『
日
本
教
育
小
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
三
五
頁
。

20　

小
山
静
子
『
子
ど
も
た
ち
の
近
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
八
七

−

八
八
頁
。

21　

山
住
前
掲
書
、
六
〇
頁
。

ま
た
、
学
校
現
場
の
み
な
ら
ず
明
治
末
期
に
結
成
さ
れ
た
愛
国
婦
人
会
・
中
央
報
国
会
・

在
郷
軍
人
会
な
ど
数
々
の
半
官
半
民
団
体
（「
教
化
団
体
」
と
も
呼
ば
れ
た
）
が
「
一
応

自
発
的
な
形
は
と
り
な
が
ら
、
役
所
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜
を
与
え
ら
れ
」
つ
つ
「
国

民
教
化
に
貢
献
」
し
て
も
い
た
（
石
田
雄
『
誰
も
が
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
世
界
を

め
ざ
し
て
』
唯
学
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
三
九

−

四
〇
頁
）。

22　

藤
野
豊
『
強
制
さ
れ
た
健
康
―
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
生
命
と
身
体
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
〇
年
、
十
二
頁
。

23　

一
九
二
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
州
・
ス
イ
ス
・
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
断
種
法

が
成
立
し
、
遺
伝
的
障
害
者
へ
の
断
種
手
術
が
実
施
さ
れ
た
。
断
種
法
は
一
九
三
〇
年

代
に
入
る
と
ド
イ
ツ
・
北
欧
諸
国（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
）

で
も
制
定
さ
れ
、
強
制
断
種
や
中
絶
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
日
本
で
も
一
九
二
二

（
大
正
十
一
）
年
に
ア
メ
リ
カ
の
「
産
児
制
限
会
」
会
長
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
の

来
日
を
き
っ
か
け
に
「
産
児
調
整
運
動
」
が
は
じ
ま
り
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
十

二
月
に
浜
口
雄
幸
内
閣
が
「
結
婚
・
出
産
・
避
妊
へ
の
対
応
医
事
施
設
の
設
置
」
や
「
優

生
学
的
見
地
よ
り
諸
施
設
の
調
査
・
研
究
」
を
進
め
る
「
人
口
統
制
に
関
す
る
諸
政
策
」

答
申
を
決
定
し
た
。「
以
後
、
健
康
な
者
の
避
妊
は
認
め
な
い
が
、「
劣
等
者
」
の
避
妊

は
断
種
を
含
め
て
検
討
す
る
と
い
う
方
向
で
、
国
家
に
よ
る
国
民
の
健
康
・
体
力
・
出

産
の
管
理
体
制
が
模
索
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
」（
同
前
、
十
五
頁
）。

24　

小
松
裕
『「
い
の
ち
」
と
帝
国
日
本
』
小
学
館
、
二
〇
〇
九
年
。

25　

こ
う
し
た
危
機
的
状
況
は
「
国
家
へ
の
依
存
感
を
強
め
、
強
力
な
国
家
権
力
の
介

入
に
よ
っ
て
社
会
事
業
が
振
興
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
」
し
、「
強
力
な
国
家
の
統
制
を
渇

望
す
る
」
方
向
へ
と
人
心
を
導
き
、「「
革
新
」
や
「
庶
政
一
新
」
と
い
う
漠
然
と
し
た

言
葉
が
こ
の
期
待
を
ひ
き
つ
け
」（
石
田
雄『
日
本
の
政
治
と
言
葉　

上　
「
自
由
」と「
福

祉
」』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
、
二
七
五

−

二
七
六
頁
）
て
い
っ
た
。
そ
し
て

国
家
に
よ
る
統
制
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
治
安
維
持
法
改
正
、
特
高
警
察
課
の
全

県
配
置
、
翌
年
の
共
産
党
員
大
量
検
挙
（4.16 

事
件
）
や
『
蟹
工
船
』
発
禁
処
分
な
ど

の
形
で
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

26　

一
番
ヶ
瀬
康
子
・
泉
順
・
小
川
信
子
・
宍
戸
健
夫
『
日
本
の
保
育
』
ド
メ
ス
出
版
、

一
九
六
二
年
、
十
九
頁
。

27　

古
川
孝
順
『
子
ど
も
の
権
利
』
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
、
二
一
四

−

二
一
五
頁
。

28　

吉
田
久
一
『
改
訂
版　

日
本
貧
困
史
』
川
島
書
店
、
一
九
九
三
年
、
二
五
二

−

二

五
三
頁
。
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29　

同
前
、
二
七
八

−

二
八
三
頁
。

30　

同
前
、
二
九
三

−

二
九
六
頁
。

31　

河
原
和
枝
『
子
ど
も
観
の
近
代
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
、
一
二
七
頁
。

32　

佐
藤
進
編
『
児
童
問
題
講
座　

第
三
巻　

児
童
の
権
利
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一

九
七
六
年
、
二
七

−

三
〇
頁
。

33　

久
津
見
蕨
村
「
家
庭
教
育　

子
供
の
し
つ
け
」（
横
須
賀
薫
編
『
近
代
日
本
教
育
論

集　

５　

児
童
観
の
展
開
』
国
土
社
、
一
九
七
四
年
、
七
三
頁
）。

34　

同
前
、
七
四

−

七
五
頁
。

35　

佐
藤
前
掲
書
、
三
三

−

三
六
頁
。

36　

若
松
賤
子
「
子
供
に
付
て
」（『
女
学
雑
誌
』
一
八
九
三
年
、
六
四
頁
）。

37　

同
前
、
六
二
頁
。

38　

教
育
研
究
会
、一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
。
の
ち
『
生
命
信
順
の
修
身
新
教
授
法
』

と
改
題
、『
野
村
芳
兵
衛
著
作
集
』
第
一
巻
、
黎
明
書
房
、
一
九
七
四
年
に
所
収
。

39　

野
村
芳
兵
衛
『
文
化
中
心
修
身
新
教
授
法
』
教
育
研
究
会
、
一
九
二
五
年
（『
野
村

芳
兵
衛
著
作
集
』
第
一
巻
、
黎
明
書
房
、
一
九
七
四
年
、
一
七
八
頁
）。

40　

同
前
、
一
七
五
頁
。

41　

野
村
芳
兵
衛
『
新
教
育
に
於
け
る
学
級
経
営
』
聚
芳
閣
、
一
九
二
六
年
（『
野
村
芳

兵
衛
著
作
集
』
第
二
巻
、
黎
明
書
房
、
一
九
七
三
年
、
二
二
六
頁
）。

42　

野
村
註
39
、
一
七
三
頁
。

43　

同
前
、
一
七
九
頁
。

44　

同
前
、
一
九
二
頁
。

45　

同
前
、
一
七
四
頁
。

46　

鹿
野
政
直
『
近
代
社
会
と
格
闘
し
た
思
想
家
た
ち
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、

九
九
頁
。

47　

野
村
註
39
、
一
八
七
頁
。

48　

同
前
、
三
二

−
三
八
頁
。

49　

田
村
克
己
『
農
繁
期
保
育
事
業
の
す
ゝ
め
』
大
谷
派
本
願
寺
社
會
課
、一
九
三
一
年
、

四
頁
。

50　

同
前
、
七
頁
。

51　

同
前
、
三
頁
。

52　

同
前
、
一
〇
頁
。

53　

同
前
、
十
一
頁
。

54　

田
村
克
己
『
宗
團
を
中
心
と
す
る
農
繁
期
保
育
事
業
の
理
論
と
實
際
』
本
派
本
願

寺
社
會
部
、
一
九
三
〇
年
、
六
九

−

七
〇
頁
。

55　

同
前
、
六
一
頁
。

56　

同
前
、
七
〇
頁
。

57　

同
前
、
七
三
頁
。

58　

田
村
註
49
、
十
四
頁
。

59　

田
村
註
54
、
二
四
頁
。

60　
『
中
外
日
報
』
一
〇
七
四
五
号
、
一
九
三
五
年
六
月
八
日
付
。

61　

石
淸
水
矢
麿
「
農
繁
託
兒
所
の
經
營
に
就
て
」（『
教
海
一
瀾
』
七
三
〇
号
、
一
九

二
七
年
六
月
三
〇
日
付
）。

62　

後
藤
環
爾
「
保
育
事
業
と
宗
教
」（『
保
育
事
業
概
論
』
本
派
本
願
寺
社
會
部
、
一

九
二
八
年
、
五

−

七
頁
）。

（
う
じ　

か
ず
た
か
：
人
間
科
学
部
人
間
関
係
専
攻　

講
師
）

（
か
ね
み　

り
ん
ご
：
人
間
文
化
研
究
所　

客
員
研
究
員
）


